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研究者として成長できる 教育 ・ 労働条件を実現しよう

（１）　第１７６号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　週刊あのつ　　　　　　　　　　　　　２０１７年　７月１８日（火）

支部執行委員会
＊教職員組合人文学部支部の執行委員会

を下記の要領で開催いたします。支部組合

員はどなたでも参加できますので、お気軽

にお越しください。

　日時：７月24日（月）17:00～

　場所：小会議室

人文で研究できてよかったね
今いる先生方も これから就職してくる人も……

〝自分らしい研究業績〟あげられる学部にするために

サ
バ
テ
ィ
カ
ル
、
研
究
支
援
制
度
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
回
答
く
だ
さ
い

と実感できるよ
うな

「
働
き
方
改
革
」

賃
金
が
生
活
を
保
障
し
な
く
な
る
!?

「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
持
ち
上
げ
ら
れ
て

　
先
週
の
教
授
会
で
、
学
部

長
か
ら
研
究
支
援
制
度
の
メ

ニ
ュ
ー
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
先
の
６
月
19
日
に
実
施

し
た
学
部
長
と
の
懇
談
を
受
け

た
も
の
で
す
。

　
人
文
学
部
支
部
は
、
こ
の
３

月
の
定
期
総
会
で
、「
３
つ
の
困

難
」
―
―
相
次
ぐ
賃
下
げ
、
研

究
条
件
の
悪
化
、
諸
実
務
等
の

負
担
増
を
解
決
し
、「
研
究
者

と
し
て
成
長
で
き
る
」
教
育
・

労
働
条
件
を
実
現
し
よ
う
と
決

議
し
ま
し
た
。
今
回
の
学
部
長

の
情
報
提
供
は
、
こ
の
趣
旨
を

と
も
に
進
め
る
姿
勢
を
示
し
た

も
の
と
評
価
で
き
ま
す
。「
利

用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点

を
整
理
す
る
こ
と
」
…
…
こ
の

懇
談
の
際
の
藤
田
副
学
部
長
の

提
起
を
受
け
、
組
合
側
は
さ
っ

そ
く
意
見
聴
取
に
入
る
こ
と
に

し
ま
す
。

　
本
紙
に
添
付
し
た
調
査
用
紙

に
ご
記
入
の
う
え
、
で
き
る
だ

け
今
週
中
に
最
寄
り
の
組
合
役

員
（
前
田
、
深
井
、
上
井
、
吉
野
）

ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
け
る
と
さ

い
わ
い
で
す
。
さ
っ
そ
く
来
週

早
々
の
支
部
執
行
委
員
会
で
検

討
し
て
、「
次
の
手
」
を
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
調
査
は
、
組

合
に
入
っ
て
い
な
い
先
生
方
に

も
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
多
忙
中
の
折
、
将
来
の

人
文
学
部
の
研
究
条
件
を
少
し

で
も
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
ご

協
力
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
先
週
13
日
、
政
府
は
、
高
収

入
の
一
部
専
門
職
を
残
業
代
支

払
い
な
ど
の
労
働
時
間
規
制
か

ら
外
し
、
成
果
に
応
じ
て
賃
金

を
決
め
る
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
を
盛
り
込
ん

だ
労
働
基
準
法
改
正
案
を
、
連

合
会
長
と
の
会
談
を
受
け
て
修

正
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
こ
れ
は
、
日
本
の
賃

金
の
考
え
方
の
根
本
を
大
き
く

改
悪
す
る
も
の
で
す
。

　
以
前
、
本
紙
で
深
井
先
生

に
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う

に
、
賃
金
あ
る
い
は
給
与
の
考

え
方
に
は
、
労
働
力
の
再
生
産

費
用
（
生
存
費
説
）
と
、
仕
事

へ
の
報
酬
・
評
価
、
す
な
わ
ち

追
加
労
働
投
入
量
の
成
果
と
い

う
考
え
方
（
限
界
生
産
力
説
）

が
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
わ
れ
わ

れ
は
、「
前
者
が
適
切
」
と
考

え
ま
す
。

　
人
文
学
部
支
部
は
、
の
年
俸

制
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
限
界

生
産
力
説
的
な
立
場
の
も
の
で

あ
り
、
大
学
の
給
与
の
考
え
方

か
ら
、
労
働
者
の
生
活
保
障
と

い
う
意
識
が
薄
れ
て
い
く
も
の

と
批
判
し
て
き
ま
し
た
。

　
人
文
支
部
は
、「
生
存
費
説
」

の
立
場
か
ら
、
こ
の
労
基
法
改

悪
案
に
強
く
反
対
し
ま
す
。



非正規教職員の無期転換権を適正に保障させよう

２０１７年　７月１８日（火）　　　　　　　　　　　　　　週刊あのつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１７６号　（２）

（参考）文部科学省のかつての「在外研究員制度」・・・2004年で廃止

　　　（１）長期在外研究員・・・50歳以下、期間は６か月以上10か月以内

　　　（２）短期在外研究員・・・55歳以下、期間は６か月未満

　　　（３）若手教官枠・・・・・35歳以下、期間は６か月以上12か月以内

　　　その後の「海外先進教育研究実践支援制度」（大学教育の国際化加速プログラム）・・・2008年で廃止

　

ご
回
答
は
添
付
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
最

寄
り
の
組
合
役
員
（
前
田
、
深
井
、
上
井
、
吉
野
）
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
で
き
る
だ
け
来
週
24
日
の
支
部
執
行
委
員
会
ま

で
お
寄
せ
い
た
だ
け
る
と
、
審
議
の
参
考
に
な
り
ま
す
。

転
載
し
ま
す

教
授
会
で
示
さ
れ
た
「
研
究
支
援
メ
ニ
ュ
ー
」

　
上
の
表
は
、
先
週
の
教
授
会

で
示
さ
れ
た
も
の
で
す
。
三
重

大
学
の
研
究
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を

利
用
と
す
る
場
合
、
さ
し
あ
た

り
上
記
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す

る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
と
く
に
「
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
」

「
内
地
研
究
員
」「
研
究
休
職
」

の
３
つ
が
、主
要
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
は
「
継
続
し

て
７
年
以
上
勤
務
」
し
た
人
に

対
し
て
10
ヵ
月
以
下
の
期
間
で

利
用
可
能
で
あ
り
、
随
時
募

集
す
る
も
の
、
内
地
研
究
員
は

６
ヵ
月
以
上
10
ヵ
月
以
内
の
期

間
で
、
毎
年
12
月
に
募
集
が

係
、
当
分
の
間
人
文
学
部
か
ら

１
名
し
か
推
薦
さ
れ
な
い
と
い

う
も
の
、
研
究
休
職
は
２
年
以

内
の
期
間
で
例
年
11
～
12
月
に

募
集
さ
れ
る
も
の
で
、「
休
職
」

で
あ
る
以
上
本
来
無
給
の
と
こ

ろ
、
７
割
は
給
与
保
障
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　
先
日
の
学
部
長
と
の
懇
談

で
、「
ま
ず
は
希
望
を
調
べ
よ

う
」「
そ
の
う
え
で
今
後
ど
う

す
れ
ば
利
用
で
き
る
の
か
、
対

応
を
考
え
よ
う
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
「
代

わ
り
に
講
義
す
る
人
の
手
当
は

で
き
る
の
か
」「
担
当
す
る
講

義
の
コ
マ
を
ど
う
配
分
す
れ
ば

い
い
の
か
」「
委
員
会
に
入
っ

て
い
て
も
利
用
で
き
る
と
い
う

の
が
本
来
で
は
な
い
の
か
」
な

ど
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
利
用
し
に
く
い
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
ひ
と
つ

ひ
と
つ
取
り
除
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

き　

り　

と　

り　

せ　

ん



サバティカル・研究支援制度等に関するアンケート
２０１７年　７月実施

三重大学教職員組合人文学部支部

［１］差し支えなければあなたの年齢はかきのどれでしょうか？

（　20代　　30代　　40代　　50代　　60代　　）

［２］過去に在外研究や内地留学等に行ったことはありますか？

（　行ったことがある　　行ったことがない　）

［３］［２］で「行ったことがある」と答えた人におうかがいします。

（１）どのような制度を利用されましたか？

（　文部科学省の在外研究制度　　三重大学の制度　　自分で研究予算等を取得した　その他　）

（２）前項で「その他」と書かれた人は、どのような制度を利用されましたか？　差し支えなければ具体的にお書きください。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（３）通算してどのくらいの期間、利用されましたか＞

　（　２年超　　１～２年　　１年未満　　半年　　３ヵ月　　１ヵ月　　１週間　）

［４］［３］で「三重大学の制度」と答えた人におうかがいします。

（１）どの制度を使われましたか？　具体的にお書きください。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（２）利用期間は、どのような組み合わせで設定されましたか？

（　その年度全部（４～３月）　　前期のみ　　後期のみ　　前年度後期から翌年度前期にかけて　　）



［５］［２］で「行ったことがない」と答えた人におうかがいします。

（１）在外研究等の制度があれば利用を希望したいですか？

（　　希望したい　　希望したくない　　）

（２）どの制度を利用したいですか？　（複数回答可）

（　　サバティカル制度　　内地研究員　　研究休職制度　　研究力ステップアップ　　支援事業Ⅰ　　研究力ステップ

アップ支援事業Ⅱ　　若手研究支援事業　　若手研究者の海外研修等支援制度　　海外特別研究員　　頭脳循環を加速

する若手研究者戦略的海外派遣プログラム　　その他　）

（３）（２）で「その他」と書かれた人におうかがいします。具体的にどのような制度を利用したいとお考えですか？

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（４）利用しようとする場合に、どのような不安がありますか？

（　　講義等を調整できない　　委員会等で同僚に迷惑をかける　　給与が下がるおそれがある　　その他　）

（５）（４）で「その他」と書かれた人におうかがいします。具体的にどのような不安がありますか？

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

［６］利用しやすい制度をつくるためにおうかがいします。

（１）安心して利用できるために、学部や大学はどのようなとりくみをすべきだと思いますか？

（　　授業等の調整　　委員会等の調整　　給与等の配慮　　利用者の優先順位の設定　　その他　）

（２）（４）で「その他」と書かれた人におうかがいします。具体的にどのような不安がありますか？

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

［７］その他研究支援制度のあり方についてご自由にお書きください。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＊どうもご協力ありがとうございました。


